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1. 出題の意図

問題文は、 スマ ートフォンをはじめとする情報機器の発達により、 情報量の増加

とコミュニケー ションの変容という2つの変化があったことを述べ、 それが良くな

いことだと主張したうえで、 対応策を述べている。

問題Aは、 情報機器の発達による二つの変化、 この変化が良くない理由、 対応策

の3点がきちんと読み取れているかを見る間題である。

問題Bでは、 情報機器の発達による2つの変化を良い側面から捉えて考えていく

ことになるが、 2つの変化の両方について反論を述べているか、 論理的に無理のな

い反論になっているかがポイントとなる。

2. 講評

1 間題文は受験者の身辺にも存在する事象をテ ーマにしているので、テ ーマ自体が難しいため

に間題文の内容が理解できないとか、反論を組み立てることが難しいということは生じることな

く、読解力、 文章構成力を含めた受験生の文章能力がそのまま評価の差になって現れているもの

と思われる。

2 間題(A)については、筆者の主張を、筆者の言葉・キー ワ ー ドを用いつつも、 自らの言葉

で再度組み立て直し、 端的に主張することができていた答案は、 高評価の答案となり、他方、筆

者の主張をとらえ間違えていると考えられるものはもちろんのこと、間題文の一部を切り貼りし

ただけのものは、 低評価の答案となった。

間題(B)については、筆者の主張を理解した上で、 理由を述べつつ、 説得的な反論を展開

できている答案は、 高評価の答案となり、他方、筆者の主張に対する賛否自体が理解しにくく冗

長に書かれているもの、 文章として書かれている内容が判然としないもの、筆者の主張に対して

かみ合わない反論をしているものは、 低評価の答案となった。
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